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理数研 40 周年に寄せて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鯨 鞴 庁鱒 綫 輓 醵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導主事　小久保 正　己

1 平川淳康先生 と理数研

　 理数研は故平川淳康先生の献身的な御努力に よ っ て 生 まれ 、 出身大学に こだわるこ と

な く研究の 場を提供 し、 多 くの人材を育てて きた こ とはよ く知 られて お ります。

　 平川淳康先生は、 とにか くこわい先生とい うことに な っ て い ます。 先生はどん な とき

で も数学や数学教育に あい まい な態度をと る こ とを絶対に 許 しませ ん で した か ら、 時に

は厳 しく叱 られた仲間もお ります 。 また 、 この 姿勢は、学生ばか りで な く、 研究会に 来

られた先生方に対 して も同 じで 、 係が無理にお願い した発表者に 対 して も、 容赦な く追

求する場面 もありま した。

　 御高齢に な られて も、 理数研 へ の 思いはますます強 くな られた よ うに思い ます。 毎年

4月の 理数研総会に は 、 必ず出席 され るの で すが、体調 を心配 して 御家族に はい ろい ろ

な御苦労があ っ たと伺 っ て おります。

　 平川淳康先生は平成元年10月14日に逝去されましたが 、 葬儀の 後 、 御遺族か ら理数研

に御寄付をい ただ きま した。 これを基金と して 、 そ の 利子 に よ っ て 、 理数研会員の研究

を助成する 「平川淳康記念教育研究奨励事業 1 カく平成 3年度か らス タ
ー

トして おります。

　 社会情勢の変化に よ っ て 、 こ うした事業の 継続が困難 にな っ て い ますが、会員の皆様

の 支えに よ り、 何 とか 、 平川淳康先生の 厳 しい研究姿勢を受 け継ぎ、理数研 、 そ して数

学教育を発展 させ て い きた い と考えます。

2　教育改革 と算数 ・騨 教育

　 中央教育審議会第 1次答申 （平成 8年 7月） 、 第 2次答 申 （平成 9年 6月）を踏まえ

た教育改革を目指す様 々な プロ グラム が進行 して お り、 現在は、 教育課程審議会にお け

る算数 ・数学を は じめ とする各教科の扱い に関 匚・が集ま っ て い るか と思い ます。

　 確か に 、 算数 ・数学の 授業時間を確保するこ とが で きな ければ 、 立派な算数 ・数学教

育プラ ン も絵に書い た餅とな り、先生方の 授業か らますます 「ゆと り」 を奪 っ て しまう

おそれが あ ります。

　 しか し、その
一
方で 、 算数 ・数学教育を教育改革の 視 点で と らえ直す力強い動 きがな

ければ何 も変わ らない こ とにな ります 。 そ の ために は 、

一人一人の子 ど もの個性を生か

し、豊かな人間性や創造性をは ぐくむ教育を進める観 点か ら、 自らの 授業の 有り様を思

い起 こす とともに 、 これまで の 算数 ・数学教育改善の 取組を整理 し、 大きな流れを作 っ

て い く必要が あります。 また 、 算数 ・数学教育におい て 、
「生きる力」 や豊かな人間性

をど うは ぐくんで い っ た らよい か 、 意識して考えて い く必 要が あ ります。

　 TT （テt一ムテ1
−一チング）の 授業の 6割以上は算数 ・数学の 授業で実践 されて い ます 。 また 、

パ ソ コ ン を活用 した算数 ・数学の授業も成果を挙げて きて い ます 。 こ うした算数 ・数学

教育の 努力を大事に して い きたい と思 い ます。
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